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病院前救護所とは

災害医療対策本部の仕事

市民の皆さんに期待する事

Itakura hospital   Takahiro Kajiwara 



「防ぎ得た災害死」を減らすためには、「知識」のアップデートも重要

船橋市防災医療HP https://www.city.funabashi.lg.jp/shisei/jouhoukoukai/004/02/147/p078851_d/fil/Pamphlet.pdf
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求められる緊急医療救護所の形
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少ない人的資源で
より効率よく処方を行うために・・

約束処方を導入
災害は満点を求めるのではない
より多くの人を治療や処方につなげる。

病院前救護所では
災害処方箋

院内処方では通常の保険調剤
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運用イメージ

協力薬局
※他薬局も可

病院前救護所

病院

市が設置する救護
所で災害処方箋を
発行されたら基本
門前の協力薬局で
医薬品の処方を受
ける

病院内での治療について
は災害救助法適用時で
あっても、保健診療のた
め通常の処方箋が発行さ
れる
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発災直後から1週間以上

船橋市災害対策本部や県災害医療本部との連携

医療面のロジスティックの中心
医療・介護・福祉施設の状況把握・支援
市内の避難所や救護所の状況把握・支援
DMAT・JMAT本部との連絡や派遣要請

→平時から訓練実施

災害医療対策本部 （保健所+4師会・災害医療コーディネーター）
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EMISやeST-aidなど
発災時に災害情報を共有するために
複数の動線でのDXも進められている

災害医療対策本部 （保健所+4師会・災害医療コーディネーター）
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START式トリアージ法
（Simple Triage and Rapid Treatment）

<特徴>
① 単純に生理学的指標で重症度を区分する

② 主観的な判断が入らない

③ 特別な器具がなくても行える

④ 医療従事者であれば誰でも出来る

⑤ その結果に共通性がありトリアージの結果に個人差がない
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発災時は普段の常識があてはまらない

Itakura hospital   Takahiro Kajiwara 

一人でも多くの命を救うために

冷静な対応をおねがいします。

平時より発災時の準備や心構えをおもちください
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船橋市の災害対策は先進的です。

しかし、災害医療に満点はありません。

災害は総力戦です。

「防ぎうる死」を少しでも避けるために

平時よりトリアージ訓練などに御参加ください。

自助・互助・共助の意識をもちつつ

船橋全体で災害を乗り越えていきましょう。


